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大船渡市地域学校協働本部事業 

 多くの地域住民が、学校や関係機関と連携・協働して、地域の子どもたちの健全育成や、安心・安全

な学習環境の確保に主体的に関わっている。 

 

〇 スクールガードの配置（11校に 40人配置） 

  子どもたちの登下校時の安全を確保するため、地域住民がスクールガードとして子どもたちの見守

りを行う。 

  <引率型> 集団登校の子どもたちの付き添いや、交差点等の危険箇所に立ち、安全を見守る。 

 <添乗型> スクールバスに同乗し、運行中の車内の安全を見守る。 

 <巡回型> 交通安全や防犯啓発ステッカーを車に貼り付け、学校周辺の通学路を車で巡回する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 地域コーディネーターの配置（11校に９人、生涯学習課に１人配置）※２校兼務２人 

  地域コーディネーターを配置し、子ども達に多様な体験や、幅広い教育機会を提供し、学校支援活

動の推進を図る。 

【地域コーディネーターの業務内容（抜粋）】 

   授業支援ボランティア募集チラシ作成、電話でボランティア依頼、花壇設置に係る連絡調整、 

   町あるき打合せ、まちたんけん補助、小学校 150周年記念行事打合せ（記念品、セレモニー 

等）、郷土学習講師との打合せ、サロンの開設、水生生物調査・調理実習・裁縫実習・昔遊び 

ボランティアとの連絡調整、ミシン学習の補助、地域住民のボランティアをリストアップし学 

校へ提供、授業の一環である畑作業の打合せ、ジャガイモたね植え、潮目見学打合せ、サツマ 

イモ収穫打合せ、等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶（大船渡小学校）引率型スクールガー

ド 

▶（赤崎小学校）添乗型スクールガード 

▶（越喜来小学校）サツマイモ収穫 ▶（綾里小学校）消防署・消防団との防災訓練 

１ 大船渡市地域学校協働本部事業実施結果 
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〇 地域ボランティアの配置 

  地域住民が、学校の各種活動や環境整備などの学校支援活動を行う。 

  ・図書支援活動地域ボランティア（14校に 15人配置）※複数校兼務あり 

   本の修繕等、学校図書室の環境を整備することで、子どもたちの読書活動の推進を図る。 

  ・金管支援活動地域ボランティア（盛小学校に２人配置） 

金管楽器クラブ活動に励む子どもたちを支援。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度地域学校協働本部事業 

スクールガード、地域コーディネーター及び地域ボランティア配置状況一覧 

                                   （単位：人） 

学校名 

スクール 

ガード 

地域コーディネ

ーター 

図書支援 

ボランティア 

金管指導 

ボランティア 

Ｒ５ 
前年度

比 
Ｒ５ 

前年

度比 
Ｒ５ 

前年

度比 
Ｒ５ 

前年

度比 

盛小学校 ４ △２ １ １ １ - ２ - 

大船渡小学校 ４ - １ １ ２ - ０ - 

末崎小学校 ３ - １ - ０ - ０ - 

赤崎小学校 ２ - １ - ２ - ０ - 

猪川小学校 １ - ０ - ４ - ０ - 

立根小学校 ２ - １ - ２ １ ０ - 

日頃市小学校 ３ ２ １ - ２ ２ ０ - 

大船渡北小学校 ５ １ １ - ４ - ０ - 

綾里小学校 ３ - １ １ ３ ３ ０ - 

越喜来小学校 ０ - １ １ ２ - ０ - 

吉浜小学校 10 ３ １ - １ - ０ - 

第一中学校 ０ - ０ - ４ - ０ - 

大船渡中学校 ３ - ０ - ４ - ０ - 

末崎中学校 ０ - ０ - ３ - ０ - 

東朋中学校 ０ - １ - ２ - ０ - 

生涯学習課   １ -     

合   計 40 ４ 12 ４ 36 ６ ２ - 
 

▶（第一中学校）蔵書管理 ▶（越喜来小学校）図書室の環境整備 
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令和６年大船渡市二十歳
は た ち

のつどい実施結果 

次世代を担う青年の二十歳という人生の節目を祝い、励ますとともに、新たな自覚を持って飛躍す

ることを期待し、二十歳のつどいを開催した。 

 

１ 日  時   令和６年１月７日（日）午後１時 40分～午後３時 30分 

２ 会  場   リアスホール 大ホール 

３ 対  象   平成 15年（2003年）４月２日から平成 16年（2004年）４月１日までに生れた 

        大船渡市出身者及び市内在住者又は大船渡市立中学校出身者 

 

４ 年度別参加状況 

年  度 該当者数 参加者数 参 加 率 
家族等 

参観者数 

平成 30年度 422 333 78.9％ 165 

令和元年度 414 321 77.5％ 147 

令和３年度 359 270 75.2％  

令和４年度 320 242 75.6％ 94 

令和５年度 318 256 80.5% 129 

出
身
中
学
校
別
内
訳 

第一中学校 118（112） 102（89） 86.4%（79.5％）  

大船渡中学校 60（72） 51（59） 85.0%（81.9％） 

末崎中学校   32（33） 31（31） 96.9%（93.9％） 

赤崎中学校 24（22） 23（19） 95.8%（86.4％） 

日頃市中学校 8（ 9） 6（ 6） 75.0%（66.7％） 

綾里中学校 20（21） 16（17） 80.0%（81.0％） 

越喜来中学校 16（18） 16（14） 100.0%（77.8％） 

吉浜中学校 10（10） 8（ 7） 80.0%（70.0％） 

気仙光陵支援学校 7（ 4） 1（ 0） 14.3%（25.0％） 

市内中学校卒業者小計 295（301） 254（242） 86.1%（80.4％） 

転入者等 23（19） 2（ 0） 8.7%（0.0％） 

  ※ 令和４年度から成人式を二十歳のつどいとして開催。 

 ※ 出身中学校別内訳の（ ）内の数値は、令和４年度実績である。 

  ※ 令和２年度（成人式）は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止。 

 

 

２ 令和６年大船渡市二十歳のつどい実施結果 
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５ 日  程  13：00 受付開始 

13：40 記念行事（中学校の思い出動画の上映） 

14：00 式典  （司会：実行委員会委員） 

14：45 記念写真撮影 

15：30 終了 

 

６ 二十歳のつどい特設サイト 

⑴ 内  容 

① 式典のオンライン配信（式典終了後は、編集動画を配信） 

② お祝いメッセージ（恩師、東北楽天ゴールデンイーグルス等） 

③ 中学校の思い出動画 

④ 20歳向け啓発パンフレット 

⑵ 開設期間  令和５年 12月 15日（金）から令和６年３月 30日（土）まで 

⑶ Ｕ Ｒ Ｌ  https://ofunato-age20tsudoi.jp 

 

７ 成果・反省 

対象者全体の参加率は 80.5％（前回 75.6％）、市内中学校卒業者の参加率は 86.1％（前回 80.4％）

であり、前回より大幅に上昇した。 

一般参観の入場制限をなくし、座席について、１席空けず詰めて座ることを可としたことなど、コロ

ナ禍前とおおむね同様の内容で開催することができ、対象者及びその家族からは、喜びや感謝の声が聞

かれた。 

 

８ 新成人（18歳）への対応 

  ふるさとの価値の再認識や地元への愛着・誇りを醸成する機会の創出を図るため、新成人（令和５

年度内に 18歳になる者）を対象に、下記のとおり送付。 

 ⑴ 送付物 

  ① 市長お祝いメッセージ 

  ② リーフレット（市公式ホームページ・ＳＮＳ情報、大船渡アスリート応援団、無料券の案内な

どを「二十歳のつどい」の概要とともに周知） 

  ③ 公共施設等無料券 

・市立博物館及び世界の椿館・碁石無料入館券  

・道の駅さんりく 柿ソフトクリーム無料券 

   ※ リーフレット及び公共施設等無料券については、二十歳のつどい対象者へも式典当日に配布 

 ⑵ 対象者  259人（市内在住で平成 17年４月２日から平成 18年４月１日生まれの者） 

 ⑶ 送付日  令和６年２月 28日（水） 

https://ofunato-age20tsudoi.jp/
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「
体
の
衰
え
は
お
口
の
衰
え
か
ら
」

①
入

学
式

②
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
を

活
用

し
た

健
康

づ
く

り

1
3
:
3
0
～

1
5
:
0
0

カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

大
船
渡
地
区
公
民
館

ふ
る

さ
と

セ
ン

タ
ー

沢
田

地
域

公
民

館
蛸

ノ
浦

漁
村

厚
生

施
設

猪
川

地
区

公
民

館
生

活
改

善
セ

ン
タ

ー
日

頃
市

地
区

公
民

館
綾

姫
ホ

ー
ル

三
陸

公
民

館
吉

浜
地

区
拠

点
セ

ン
タ

ー

9
:
0
0
～

1
1
:
4
5

1
3
:
3
0
～

1
5
:
3
0

①
入

学
式

②
マ

ジ
ッ

ク
で

右
脳

を
鍛

え
よ

う
！

②
大

船
渡

市
保

健
福

祉
部

長
寿

社
会

課
係

長
 
鈴

木
 
伸

 
氏

②
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
介

護
士

佐
々

木
 
寿

子
 
氏

特
定

非
営

利
活

動
法

人
高

田
暮

舎
落

 優
介

 氏
、

高
橋

 諒
 氏

、
越

戸
 園

佳
 氏

、
木

津
谷

 亜
美

 氏

②
大

船
渡

市
保

健
福

祉
部

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

室
介
護
支
援
相
談
員
　
梅
澤
 菊

江
 氏

①
入
学
式

②
介
護
保
険
講
座

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

（
カ
ー
リ
ン
コ
ン
）

①
入
学
式

②
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た

健
康
づ
く
り

地
域

の
空

き
家

に
つ

い
て

①
入

学
式

②
懇

親
会

（
自

主
イ

ベ
ン

ト
）

①
入

学
式

②
認

知
症

に
つ

い
て

①
総

会
②

入
学

式

②
大
船
渡
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

課
長
 木

下
 理

映
 氏

③
中
央
公
民
館
職
員

大
船
渡
市
国
民
健
康
保
険
歯
科
診
療
所

所
長
 熊

谷
 優

志
 氏

②
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
介
護
士

佐
々
木
 寿

子
 氏

ア
マ
チ
ュ
ア
 マ

ジ
シ
ャ
ン
ズ
 ク

ラ
ブ

大
船
渡
 会

長
 岩

城
 恭

治
 氏

 外
２
人

3
7
人

3
0
人

2
6
人

1
9
人

2
0
人

3
0
人

4
0
人

1
9
人

2
5
人

2
0
人

2
1
人

7
月

3
日

(
月

)

2

6
月
9
日
(
金
)

7
月
5
日
(
水
)

9
月

2
0
日

(
水

)
7
月

1
4
日

(
金

)
6
月

2
1
日

(
水

)

1
0
:
0
0
～
1
2
:
0
0

1
0
:
0
0
～
1
1
:
3
0

1
3
:
3
0
～

1
5
:
0
0

1
0
:
0
0
～

1
1
:
3
0

1
3
:
3
0
～

1
5
:
0
0

カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

大
船
渡
地
区
公
民
館

ふ
る

さ
と

セ
ン

タ
ー

沢
田

地
域

公
民

館
蛸

ノ
浦

漁
村

厚
生

施
設

猪
川

地
区

公
民

館
生

活
改

善
セ

ン
タ

ー

1
0
:
0
0
～

1
1
:
3
0

1
0
:
0
0
～

1
1
:
3
0

1
0
:
0
0
～

1
2
:
0
0

9
:
0
0
～

1
1
:
4
5

1
3
:
3
0
～

1
5
:
0
0

三
陸

公
民

館

9
月

2
6
日

(
火

)
6
月

1
6
日

(
金

)
7
月

6
日

(
木

)
7
月

5
日

(
水

)
7
月

1
3
日

(
木

)

1
3
:
3
0
～

1
5
:
3
0

株
式

会
社

明
治

企
画
部
食
育
・

エ
リ

ア
マ

ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
一
課

食
育

担
当

・
栄

養
士
　
阿
部
 裕

子
 氏

吉
浜

地
区

拠
点

セ
ン

タ
ー

す
ご
い
自
力
整
体

い
き
い
き
健
康
講
話

歴
史

講
話

「
伊

達
政

宗
と

気
仙

」
落

語
で

交
通

安
全

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
（

卓
球

バ
レ

ー
）

身
近

な
も

の
で

で
き

る
防

災
対

策

明
治

食
育

セ
ミ
ナ
ー

カ
ラ

ダ
は

食
べ

た
物
か
ら
で
き
て
い
る

～
元

気
な

人
生
10
0年

の
た
め
の

ヒ
ン
ト
～

①
講

話
「

ケ
セ

ン
語

で
発

車
オ

ー
ラ

イ
！

」
②

創
作

活
動

「
折

り
紙

」

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

（
ボ
ッ
チ
ャ
・
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
）

３
Ｂ

体
操

映
画

鑑
賞

日
頃

市
地

区
公

民
館

綾
姫

ホ
ー

ル

①
バ
ス
ガ
イ
ド
 三

浦
 京

子
 氏

②
中
央
公
民
館
職
員

岩
手
県
立
福
祉
の
里
セ
ン
タ
ー
職
員

３
Ｂ
体
操
認
定
指
導
者

小
平
潟
 か

お
る
 氏

1
9
人

3

7
月
1
0
日
(
月
)

9
月
2
9
日
(
金
)

1
0
月

2
5
日

(
水

)
9
月

1
4
日

(
木

)

1
8
人

2
8
人

3
1
人

2
4
人

1
7
人

2
6
人

7
月

1
2
日

(
水

)

1
0
:
0
0
～
1
2
:
0
0

1
0
:
0
0
～
1
1
:
3
0

1
3
:
3
0
～

1
5
:
0
0

1
0
:
0
0
～

1
1
:
3
0

1
0
:
0
0
～

1
1
:
3
0

1
3
:
3
0
～

1
5
:
0
0

1
0
:
0
0
～

1
2
:
0
0

7
月

5
日

(
水

)
1
0
月

1
0
日

(
火

)
7
月

4
日
(
火

)
9
月

2
8
日

(
木

)
9
月

2
7
日

(
水

)
9
月

1
5
日

(
金

)

1
3
:
3
0
～

1
5
:
0
0

2
5
人

1
9
人

1
9
人

1
7
人

①
創

作
活

動
「

ペ
ー

パ
ー

ク
イ

リ
ン

グ
」

②
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

（
バ

ッ
ゴ

ー
）

綾
里

に
ま

つ
わ

る
お

話
「

気
仙

大
工

の
名

工
花

輪
喜

久
蔵

氏
に

つ
い

て
」

外

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
(
ビ

ー
ン

ボ
ウ

リ
ン

グ
・

ユ
ニ

カ
ー

ル
)

1
3
:
3
0
～

1
5
:
3
0

綾
姫

ホ
ー

ル

1
3
:
3
0
～

1
5
:
3
0

カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

大
船
渡
地
区
公
民
館

ふ
る

さ
と

セ
ン

タ
ー

赤
崎

地
区

公
民

館
蛸

ノ
浦

漁
村

厚
生

施
設

猪
川

地
区

公
民

館
生

活
改

善
セ

ン
タ

ー
日

頃
市

地
区

公
民

館
三

陸
公

民
館

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム

「
森
と
海
の
ま
な
び
や
 よ

し
は
ま
」

9
:
0
0
～

1
1
:
4
5

介
護

施
設

見
学

及
び

講
話

岩
手

県
立

福
祉

の
里

セ
ン

タ
ー

職
員

防
災
士
 
新
沼
 
真
弓
 
氏

岩
手
県

立
福

祉
の

里
セ

ン
タ

ー
職

員
岩

手
県

環
境

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

佐
々

木
 洋

介
 氏

盛
岡

地
方

法
務

局
職

員
岩

手
県

立
福

祉
の

里
セ

ン
タ

ー
職

員

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
（

シ
ャ

フ
ル

ボ
ー

ド
・

ユ
ニ

カ
ー

ル
）

身
近
な
物
で
で
き
る
防
災
対
策

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
（

ス
カ

ッ
ト

ボ
ー

ル
・

卓
球

バ
レ

ー
）

三
陸

の
海

の
変

化
に

つ
い

て
自

筆
証

書
遺

言
書

保
管

制
度

に
つ

い
て

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

（
卓

球
バ

レ
ー
・

バ
ッ

ゴ
ー

）

9
月

2
6
日

(
火

)
1
0
月

2
4
日

(
火

)

岩
手

県
立

福
祉

の
里
セ
ン
タ
ー
職
員

①
②

中
央

公
民

館
職

員
元

東
海

新
報

社
編

集
局

長
 
佐

々
木

 
克

孝
 
氏

岩
手
県
立
福
祉
の
里
セ
ン
タ
ー
職
員

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム

「
森
と
海
の
ま
な
び
や
　
よ
し
は
ま
」

所
長
 岡

崎
 純

也
 氏

2
0
人

1
5
人

1
2
人

2
0
人

7
人

2
2
人

2
4
人

1
8
人

3
0
人

1
4
人

1
5
人

1
0
月

1
8
日

(
水

)
1
0
月

1
3
日

(
金

)

綾
姫

ホ
ー

ル

1
3
:
3
0
～

1
5
:
3
0

社
会

福
祉

法
人

典
人

会
気

仙
ボ

ケ
一

座

9
月

1
1
日

(
月

)

9
:
3
0
～

1
6
:
0
0

4

9
月
1
1
日
(
月
)

1
0
月
2
0
日
(
金
)

1
1
月

2
2
日

(
水

)
1
0
月

1
7
日

(
火

)
9
月

2
1
日

(
木

)

1
0
:
0
0
～
1
2
:
0
0

1
0
:
0
0
～
1
1
:
3
0

1
3
:
3
0
～

1
5
:
0
0

1
0
:
0
0
～

1
1
:
3
0

カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

大
船
渡
地
区
公
民
館

ふ
る

さ
と

セ
ン

タ
ー

赤
崎

グ
ラ

ウ
ン

ド
蛸

ノ
浦

漁
村

厚
生

施
設

1
0
:
0
0
～

1
1
:
3
0

日
頃

市
町

音
楽
の
持
つ
特
性
を
活
用
す
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

「
音
楽
療
法
」

口
腔
ケ
ア
で
病
気
予
防

①
認

知
症

に
つ

い
て

②
修

了
式

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

頭
と

指
先

を
使

っ
て

脳
ト

レ
！

～
ペ

ー
パ

ー
ク

イ
リ

ン
グ

～
口

腔
ケ

ア
で

病
気

予
防

調
子

の
い

い
体

を
つ

く
る

体
操

と
健

康
の

お
話

①
ス

ポ
ー

ツ
吹

矢
②

創
作

活
動

「
折

り
紙

」
歌
を
歌
っ
て
健
康
維
持

「
ほ
っ
ぷ
・
す
て
っ
ぷ
・
ソ
ン
グ
」

広
げ

よ
う

！
ボ

ケ
へ

の
理

解
（

越
喜

来
活

性
化

協
議

会
共

催
）

野
外
研
修

（
鷹
生
ダ
ム
多
目
的
広
場
、
五
葉
温
泉
）

日
頃

市
地

区
公

民
館

猪
川

地
区

公
民

館
生

活
改

善
セ

ン
タ

ー

上
野

接
骨

院
 院

長
・

柔
道

整
復

師
 上

野
 貴

久
 氏

①
岩
手
県
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
協
会

大
船
渡
リ
ア
ス
支
部
支
部
長
 中

村
 和

司
 氏

②
中
央
公
民
館
職
員

岩
手
県
立
福
祉
の
里
セ
ン
タ
ー
職
員

音
楽
療
法
士
 
立
花
 
理
砂
 
氏

歯
科
衛
生
士
・
栄
養
士

吉
田
 
和
子
 
氏

①
大

船
渡

市
保

健
福

祉
部

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

室
主
任
保
健
師
 及

川
 里

枝
 氏

1
0
:
0
0
～

1
2
:
0
0

9
:
0
0
～

1
1
:
4
5

1
3
:
3
0
～

1
5
:
0
0

三
陸

公
民

館

カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

1
7
人

6

1
1
月
1
3
日
(
月
)

2
9
人

1
5
人

2
1
人

1
9
人

9
人

2
0
人

1
1
月

1
5
日

(
水

)

1
0
:
0
0
～
1
2
:
0
0

1
0
月

2
7
日

(
金

)
1
1
月

2
4
日

(
金

)

2
4
人

1
5
人

1
7
人

1
7
人

1
1
月

1
5
日

(
水

)
1
1
月

9
日

(
木

)

綾
姫

ホ
ー

ル
三

陸
公

民
館

蛸
ノ

浦
漁

村
厚

生
施

設
生

活
改

善
セ

ン
タ

ー
吉

浜
地

区
拠

点
セ

ン
タ

ー

1
0
:
0
0
～

1
2
:
4
5

1
0
:
0
0
～

1
2
:
0
0

1
3
:
3
0
～

1
5
:
0
0

1
0
月

1
6
日

(
月

)

1
0
:
0
0
～
1
2
:
0
0

9
:
3
0
～
1
1
:
3
0

1
0
:
0
0
～

1
1
:
3
0

①
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

②
修

了
式

 
①

岩
手

県
復

興
防

災
部

消
防

安
全

課
 県

民
安

全
担

当
 高

橋
 典

男
 氏

岩
手
県
地
域
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 み

ち
の
く
亭
 
九
介

氏

①
大

船
渡

市
商

工
港

湾
部

企
業

立
地

港
湾

課
 係

長
 今

野
 宏

 氏

①
建
物
の
防
犯
対
策
ア
ド
バ
イ
ス

②
修
了
式

①
市

の
公

共
交

通
施

策
に

つ
い

て
②

修
了

式
③

懇
親

会
（

自
主

イ
ベ

ン
ト

）

①
修

了
式

②
学

習
発

表
会

岩
手
県
立
福
祉
の
里
セ
ン
タ
ー
職
員

2
0
人

4
0
人

2
1
人

2
9
人

5

1
0
月
1
3
日
(
金
)

1
1
月
7
日
(
火
)

1
1
月

2
1
日

(
火

)
1
0
月

5
日

(
木

)
1
2
月

1
2
日

(
火

)
1
0
月

2
5
日

(
水

)
1
1
月

3
0
日

(
木

)

桜
場
地
域
公
民
館

大
船
渡
地
区
公
民
館

赤
崎

地
区

公
民

館
釜

石
市

猪
川

地
区

公
民

館
生

活
改

善
セ

ン
タ

ー
日

頃
市

地
区

公
民

館

紺
野
 
幾
子
 
氏

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

介
護

士
佐

々
木

 寿
子

 氏
②

大
船

渡
市

保
健

福
祉

部
長

寿
社

会
課

係
長

　
鈴

木
 伸

 氏
音

楽
療

法
士

 
立

花
 
理

砂
 
氏

健
康
長
寿
の
秘
訣

な
が
～
く
元
気
で
い
る
た
め
に

佐
倉
里
食
堂

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

（
ボ
ッ
チ
ャ
）

中
止

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
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４　令和５年度地区連携講座実施結果
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令和５年度明治大学連携講座 

「人を虜にするプレゼンの極意」の実施結果について 

 

１ 日 時  令和５年 11月４日（土）、19日（日）午前 10時 30分～正午 

 

２ 会 場  カメリアホール多目的ホール 

 

３ 目 的  コロナ禍における新たな生活様式を踏まえ、情報化、国際化への対応やリカレ

ント教育の視点を取り入れるなど、市民の学習ニーズや地域課題に対応した講座

などを開催し、市民の学習意欲などを喚起する。 

 

４ 対 象 者  大船渡市に住所を有する高校生以上及び大船渡市に勤務している人 

 

５ 講 師  明治大学理工学部 専任教授 黒田 洋司 氏 

 

６ 内 容  11月 ４日  成功するプレゼンテーションとは 

        11月 19日  プレゼンテーション資料の作り方 

 

７ 定員及び  定員 30人 

  申込状況  申込 21人（受講者数） 

 

８ 参加人数  11月 ４日 16人、11月 19日 17人 

 

９ 実施状況（アンケート結果等から） 

 ・参加の感想については、「とてもよかった」「よかった」と回答した参加者は 94％となり、参加

者から満足いただけた講座となった。 

 ・講座の時間については、「ちょうどいい」と回答した参加者は 81％、回数については、「ちょう

どいい」が 69％と概ね参加者の考え方に一致した。時間帯については、土曜の午前が 36％、

平日の夜間（18～20 時）が 22％となった。商工会議所を通して参加周知した際、企業等から

「平日の昼間のほうが受講を勧めやすい」との意見があったことから、大学と共通認識を図り、

次年度以降の実施に向けて進めていきたい。 

 ・講座を受講してよかった点については、「対面方式でたいへん有意義であった」「プレゼンの基

本が理解できた。肝のようなものを再認識できた」「年齢・地域別のキャッシュレスの利用状況

やキャッシュレスの見方」との回答があり、また、要望事項として、「１on１の注意点を知りた

かった」「参加者に問いかけてシンキングタイムをとると更によかった」との回答があった。 

 ・講座で学んだことや特に印象に残ったことについては、「説明原稿をつくらない」「気持ちを込

めて説明することが大切である」「練習を積み重ねることが重要である」との回答があった。 

 ・講座で学んだことを今後どういった場面で生かしたいかについては、「仕事で活かしたい」「学生

は以外とプレゼンの機会があるので活かしたい」「不要なことを削り、伝えたいことをタイトル

で見せることを実践したい」「大学や将来多くの場面で活かしたい」との回答があった。 

 ・受講者数 21人のうち、高校生は７人であった。時期的に期末テストや学校行事と重複している中、

これだけ多くの申込みがあったことは、高校生の趣向に適合した内容であったと考えている。 

５ 令和５年度明治大学連携講座実施結果 
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令和５年度明治大学連携講座 

「キャリアマネジメント初級講座」の実施結果について 

 

１ 日 時  令和５年 11月 25日（土）、12月 16日（土）午前 10時 30分～正午 

 

２ 会 場  カメリアホール多目的ホール 

 

３ 目 的  コロナ禍における新たな生活様式を踏まえ、情報化、国際化への対応やリカレ

ント教育の視点を取り入れるなど、市民の学習ニーズや地域課題に対応した講座

などを開催し、市民の学習意欲などを喚起する。 

 

４ 対 象 者  大船渡市に住所を有する高校生以上及び大船渡市に勤務している人 

 

５ 講 師  Ｋｉｄｓ Ｃａｒｅｅｒ Ｓｃｈｏｏｌ 代表  菅 貴子 氏 

        ＰＬＡＮｐｅｒｆｅｃｔ株式会社 代表取締役 鮫島 淳 氏 

 

６ 内 容  11月 25日  「キャリア」とは何か－生涯キャリア－ 

        12月 16日  社会とキャリア戦略－個人と組織、就職・転職－ 

 

７ 定員及び  定員 30人 

  申込状況  申込 14人（受講者数） 

 

８ 参加人数  11月 25日 ９人、12月 16日 12人 

 

９ 実施状況（アンケート結果等から） 

 ・参加の感想については、「とてもよかった」「よかった」と回答した参加者は 100％で、参加者

から満足いただけた講座となった。 

 ・講座を受講してよかった点については、「説明がわかりやすかった」「新たな気づきがあった」「自

分のような初心者でも身になる時間になった」など学習意欲を伺える回答があった。 

 ・講座で学んだことや特に印象に残ったことについては、「意識することの重要性がわかった」

「日々の中で意識、経験を大切にすること、知識を増やすことが学生の立場」自己理解と自分

で決断することの大切さが印象に残った」「いままでの経験に無駄だったことはないという点

が印象に残った」「キャリアというものを改めてしっかり学んだ」との回答があった。 

 ・講座で学んだことを今後どういった場面で生かしたいかについては、「今後の生活やチャレン

ジする際に生かしたい」「自己分析できたので、冷静にいろいろな場面で行動できると思う」

「何事も前向きにとらえるようにしていきたい」との回答があり、参加者において、今後の人

生のキャリアプランを考えるいい機会となる講座だったと伺えた。 

 ・参加人数は少なかったものの、参加者から「もっと多くの人に参加いただきたいと思った」と

の意見があった。参加者の受講効果をＰＲするなどして、より多くの人が受講できるよう、広

報周知を進めていきたい。 
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令和５年度家庭教育学級開催事業（英語スクール）「英語体験教室」の実施結果について 

 

１ 日 時 

 ⑴ 令和５年６月 24日（土）【第１回】 

  ① 第１部（未就学児）：午前９時 30分～午前 10時 30分 

  ② 第２部（小学校１、２年生）：午前 11時～正午 

 ⑵ 令和５年 11月 11日（土）【第２回】 

  ① 第１部（未就学児）：午前９時 30分～午前 10時 30分 

  ② 第２部（小学校１、２年生）：午前 11時～正午 

 

２ 会 場 

  大船渡市民交流館・カメリアホール 

 

３ 趣 旨 

  国際化の進展に対応し、次代を担う子どもたちの国際コミュニケーション能力の育成や、国際理

解の促進に資することを目的として、楽しみながら基礎的な英語を学び、異文化交流を図る機会を

提供する。 

 

４ 対象者 

  市内在住の以下の要件に該当する子及び保護者 

 ⑴ 未就学児：平成 29年４月２日～平成 31年４月１日までに生まれた子 

  ※ 保育園等におけるクラスが「年中」「年長」の園児 

 ⑵ 小学校１、２年生 

 

５ 講 師 

  佐藤英会話 専任講師 ジュリアン・アーノット 氏、アイリス・アバーケズ 氏 

 

６ 学習内容の概要 

 ⑴ 英会話、ゲーム、歌、ぬりえなど英語に触れる活動を行った。 

 ⑵ 未就学児と小学生の時間帯を分け、能力に応じた内容で活動を行った。 

 

７ 定員及び申込状況 

 ⑴ 令和５年６月 24日（土）【第１回】 

 定員組数(組) 申込組数（組） 
申込者数（人） 

子ども 保護者 計 

第１部 10 23 23 22 45 

第２部 10 11 11 11 22 

全体 20 34 34 33 67 

 

 

７ 令和５年度家庭教育学級開催事業（英語スクール）「英語体験教室」の実施結果 
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 ⑵ 令和５年 11月 11日（土）【第２回】 

 定員組数(組) 申込組数（組） 
申込者数（人） 

子ども 保護者 計 

第１部 12 22 22 22 44 

第２部 12 12 12 12 24 

全体 24 34 34 34 68 

 ※ 定員を２組増やし、抽選を行った。 

 

８ 参加人数 

 ⑴ 令和５年６月 24日（土）【第１回】 

 参加組数(組） 
参加者数（人） 

子ども 保護者 計 

第１部 ９ ９ ９ 18 

第２部 ９ ９ ９ 18 

全体 18 18 18 36 

 

⑵ 令和５年 11月 11日（土）【第２回】 

 参加組数(組） 
参加者数（人） 

子ども 保護者 計 

第１部 11 11 11 22 

第２部 11 11 11 22 

全体 22 22 22 44 

 ※ 各部１組ずつ欠席。 

 

９ 実施状況（アンケート結果より） 

 ⑴ 令和５年６月 24日（土）【第１回】 

 ・保護者が参加させたいと思った理由については、「生きた英語を学ぶ良い機会だから」が最も多

かった。「以前も参加して良い企画だったから」と複数回参加している人や、「いろんな友だちと

話をしてもらいたいから」と交流を求めて参加した人もいた。 

  ・参加の感想については、「大変良かった」「良かった」と回答した子どもは 100％、保護者は 94.4％

となり、大多数に満足いただけた講座となった。 

   「自分がすすんで取り組むことができたか」という問いに対し、「できた」「まあまあできた」と   

 回答した子どもは 88.9％となった。また、「子どもが意欲的に取り組むことができたか」という  

問いに対し、「できた」「まあまあできた」と回答した保護者も 88.9％となった。 

 ・学習前後の変化として、子ども、保護者ともに「思い出ができた」との回答が最も多く、次いで  

「自分でできることが増えた」が多かった。 

  ・楽しかった内容として、ぬりえやゲームと回答した子どもが多かった。また、子どもが楽しそう 

 に参加していた内容として最も多かった保護者の回答は、講師が指示した色を室内から探し、 

その色をタッチするゲームだった。 

  ・「とても楽しかった。色を覚えられた。英語を使えてよかった。（子ども）」「また〇×ゲームをや 

りたい。楽しかった。（子ども）」「思った以上に楽しそうに積極的に参加していた。去年より大

きな声で発声できていた。（保護者）」「英語に触れる機会がないので、よい体験ができた。学校

の授業でもスムーズに習うことができると思う。（保護者）」等の感想が寄せられた。 
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 ⑵ 令和５年 11月 11日（土）【第２回】 

  ・保護者が参加させたいと思った理由については、「将来、英語が重要だと思うから」と「生きた

英語を学ぶ良い機会だから」が最も多かった。ほかに、「何度か参加させていただき、とても楽

しんでいたから」と複数回参加している人もいた。 

  ・参加の感想については、「大変良かった」「良かった」と回答した子どもは 100％、保護者は 95.5％

となり、大多数に満足いただけた講座となった。 

  ・「自分がすすんで取り組むことができたか」という問いに対し、「できた」「まあまあできた」と

回答した子どもは 86.4％となった。また、「子どもが意欲的に取り組むことができたか」という

問いに対し、「できた」「まあまあできた」と回答した保護者も 86.4％となった。 

  ・学習前後の変化として、子ども、保護者ともに「思い出ができた」との回答が最も多く、次いで   

「アイディアを考えたり、工夫したりできた」が多かった。 

  ・子どもが楽しかった内容及び子どもが楽しそうに参加していた内容として最も多かった回答は、

ショッピングゲーム及びカラータッチゲームだった。 

  ・「英語のゲームが楽しかったけど、全部楽しかった。（子ども）」「英語をこれからも続けたいし、

みんなと英語でお話ししたい。（子ども）」「子供が積極的に取り組めたり、楽しめたりする内容

で良かった。（保護者）」「どんどん英語に興味を持ってほしいし、英語で日常的にやりとりでき

るようになってみたいと思った。（保護者）」等の感想が寄せられた。 

 

10 評 価 

 ⑴ 令和５年６月 24日（土）【第１回】 

新型コロナ感染拡大防止のためのマスクの装着や接触の制限をやめ、講師が提供したい学習内

容をすべて講座に盛り込むことができたため、参加者の大多数に満足いただけた講座となったと

考えられる。 

   未就学児の申込者数が定員の倍以上となり、多くの落選者が出たため、11 月に今年度第２回目

の英語体験教室を開催する予定である。 

 

 ⑵ 令和５年 11月 11日（土）【第２回】 

   申込が定員を大幅に超過したため、講師に増員を依頼した。20組の定員を 24組とし、少しでも  

 多くの子どもたちの希望の添えるようにした。 

   テーマが、「台所にあるもの」という身の回りにあるものについてだったため、子どもたちが取

り組みやすく、積極的に活動に参加する様子が多く見られた。また、今回初めてプログラムに「お

買い物ゲーム」を取り入れた。日常生活に近い場面を想定することで、実際に使う生きた英語を練

習する機会を提供できた。 
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令和５年度青少年体験学習「ステンドグラス制作体験教室」の実施結果について 

 

１ 日 時 

  令和５年７月１日（土） 

 (1）午前の部：午前 10時 00分～正午 

 (2）午後の部：午後１時 00分～３時 00分 

 

２ 会 場 

  大船渡市立三陸公民館 

 

３ 目 的 

  ステンドグラス制作体験を通じて美的な創造性を発揮するとともに、学校や家庭で体験する

機会のない事柄への挑戦心を養う。 

 

４ 対象者 

  市内在住の小学４年生～中学３年生及び保護者 

 

５ 講 師 

  アトリエグラース 鈴木 摩耶子 氏（助手：鈴木 道也 氏） 

 

６ 学習内容の概要 

  星またはりんごのオーナメント制作 

 

７ 定員及び申込状況 

 定員組数（組） 申込組数（組） 
申込者数（人） 

子ども 保護者 計 

午前の部 ５ ８ ８ ８ 16 

午後の部 ５ ６ ７ ６ 13 

全体 10 14 15 14 29 

 

８ 参加人数 

 参加組数（組） 
参加者数（人） 

子ども 保護者 計 

午前の部 ５ ５ ５ 10 

午後の部 ４ ５ ４ ９ 

全体 ９ 10 ９ 19 

 ※ 午後の部４組のうち１組の内訳は、子２、親１。子１人につきはんだごて１つのため、当選

組数４となった。 

８ 令和５年度青少年体験学習実施結果 
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９ 実施状況（アンケート結果より） 

 ・参加の感想については、「大変良かった」と回答した人は、子ども、保護者ともに 100％となり、

全員に満足いただけた講座となった。 

 ・「自分がすすんで取り組むことができたか」という問いに対し、「できた」「まあまあできた」と

回答した子どもは 90.0％だった。また、「子どもが意欲的に取り組むことができたか」という

問いに対し、「できた」と回答した保護者は 100％となった。 

 ・学習前後の変化として、子ども、保護者ともに「思い出ができた」との回答が最も多かった。

子どもは、「アイディアを考えたり工夫したりできた」と回答した人も多かった。 

 ・「普段できないことをしたりして、ステンドグラスを作ることができたし、楽しかったので良か

った。（子ども）」「珍しいことができたし、楽しかった。このような物作りをすることがあれば

またやりたい。（子ども）」「ステンドグラスが好きなので、行程を知ることができて嬉しかっ

た。本人も意欲的に取り組み、楽しんでいて、親子の良い時間となった。（保護者）」「日頃、体

験できないことをできて良かった。親子のコミュニケーションにもなるし、いつもゲームばか

りになっているお休みの日に、このようなすばらしい時間の使い方ができて嬉しい。（保護者）」

等の感想が寄せられた。 

 

10 評 価 

  はんだごてを使用する工程が含まれるため、対象者を小学４年生以上と狭めたが、定員を超え

る応募があり、学校や家庭で体験することが難しい機会を求めている保護者や子どもが多いこと

が窺えた。 

  また、中学生の参加が少ないことが本事業の課題となっていたが、申込者 15 名のうち中学生

４名の申込み（26.7％）があり、中学生の関心を引く内容の講座を企画することができた。 

  講師の分かりやすい指導により、全員が作品を完成させることができ、参加者全員に満足いた

だけた講座となった。 
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令和５年度青少年体験学習事業 

「ドローンプログラミング体験教室」の実施状況について 

 

１ 日 時 

  令和５年 12 月 10 日（日） 

 (1）午前の部（未就学児～小学２年生）：午前９時 30 分～正午 

 (2）午後の部（小学３年生～中学３年生）：午後１時 30 分～４時 00 分 

 

２ 会 場 

  カメリアホール多目的ホール 

 

３ 目 的 

  令和２年度より全国の小学校で必修化されているプログラミング学習に関連して、先端技

術であるドローンの飛行プログラムを自ら組み、実際に操縦することで、青少年の自主性と

未知への好奇心を育む。 

 

４ 対象者 

  市内在住の以下の要件に該当する子及び保護者 

 (1）未就学児：平成 29 年４月２日～平成 31 年４月１日までに生まれた子 

  ※ 保育園等におけるクラスが「年中」「年長」の園児 

 (2）小学生 

 (3）中学生 

 

５ 講 師 

  鈴木 良隆 氏、懸田 美里 氏（岩手ドローンスクール） 

 

６ 学習内容の概要 

  プログラミング用アプリを導入したノートＰＣを用い、ドローンの操縦プログラムを作成

し、実際に操縦した。 

 

７ 定員及び申込状況 

 
定員組数

（組） 

申込組数

（組） 

申込者数（人） 

子ども 保護者 計 

午前の部 ８ 17 18 17 35 

午後の部 ８ ８ ９ ８ 17 

全体 16 25 27 25 52 

 

８ 参加人数 

 参加組数（組） 
参加者数（人） 

子ども 保護者 計 

午前の部 ８ ９ ９ 18 

午後の部 ８ ８ ８ 16 

全体 16 17 17 34 
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９ 実施状況（アンケート結果より） 

 ・参加の感想については、「大変良かった」「良かった」と回答した参加者は 97.1％となり、

大多数の参加者に満足いただけた講座となった。 

 ・「自分がすすんで取り組むことができたか」という問いに対し、「できた」「まあまあできた」と

回答した子どもは 94.1％だった。また、「子どもが意欲的に取り組むことができたか」という問

いに対し、「できた」「まあまあできた」と回答した保護者は 100％となった。 

 ・学習前後の変化として、子ども、保護者ともに「アイディアを考えたり工夫したりできた」

「思い出ができた」との回答が多かった。 

 ・「ドローンがどう動くか、勉強になって楽しかった。また行きたいです。（年長）」「最後にう

まく飛ばせたので、もう１回やりたいです。（小４）」「家ではできない体験ができ、子どもも

楽しんでいました。（年長保護者）」「貴重な体験ができたので良かったです。（中１保護者）」

等の感想が寄せられた。 

 

10 評 価 

  定員を上回る申込みがあり、対象者全員に募集チラシを配布し周知を徹底したことや参加

者のニーズに合致した講座内容を企画したことが多くの申込みにつながったと思われる。 

  プログラミング体験では、子どもたちの挑戦心を掻き立てるような課題が次々と出され、

失敗しても繰り返し課題に挑んでいる子どもたちの姿が多く見られた。 

  また、メインの学習となるプログラミング体験のほかに、ドローン手動操縦体験、ドロー

ンに関するクイズ出題、映画撮影用ドローンの展示飛行など、さまざまな角度からドローン

を学習できる講座を実施していただき、子どもたちは 150分集中して学習に取り組んでいた。 

  講師による工夫や仕掛けが、参加者の満足度を高めたものと考えられる。 
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令和５年度ふるさと教育講座の実施結果について 

 

１ 趣 旨 

  若者の郷土への誇りと愛着を醸成し、将来の地域を担う人材を育成するため、郷土の歴史、文化、自然及

び産業などに関する講座を行う。 

 

２ 講 師 

  気仙歴史文化研究会 会長 甘竹 勝郎 氏 

 

３ 演 題 

  「歴史から学ぶ誇れる大船渡」 

 

４ 内 容 

  市内４中学校を対象に、産金を中心とした大船渡市や気仙管内の歴史の講話 

 

５ 会場・日時 

 (1）東朋中学校  10月 ２日（月）午前10時45分～午後０時15分 

 (2）第一中学校  10月30日（月）午前10時45分～午後０時15分 

 (3）大船渡中学校 11月 １日（水）午後２時25分～午後３時25分 

 (4）末崎中学校  12月18日（月）午後１時40分～午後２時30分 

 

６ アンケート結果 

 (1）ふるさと教育講座を受講した感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・全体の98.4％が「良かった」以上の感想 

 (2）講座内容の理解度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・全体の95.5％が「要点は理解できた」以上の理解度 

項　　目 大変良かった 良かった
あまり良く

なかった
良くなかった 無回答 計（人数）

第一中学校 208 159 7 1 2 377

大船渡中学校 117 17 0 0 0 134

東朋中学校 78 37 1 0 0 116

末崎中学校 50 12 0 0 0 62

計 453 225 8 1 2 689

全体の割合 65.7% 32.7% 1.2% 0.1% 0.3% 100.0%

項　　目
概ね理解

できた

要点は理解

できた

良く理解

できなかった

全く理解

できなかった
無回答 計（人数）

第一中学校 162 192 19 0 4 377

大船渡中学校 95 38 1 0 0 134

東朋中学校 75 34 6 0 1 116

末崎中学校 41 21 0 0 0 62

計 373 285 26 0 5 689

全体の割合 54.1% 41.4% 3.8% 0.0% 0.7% 100.0%

10 令和５年度ふるさと教育講座実施結果 
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 (3）次年度以降の希望するテーマ（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ テーマ毎の計/各学校受講者数689人（生徒及び教員） 

  ・「大船渡の歴史」の希望が多く、次いで「大船渡の自然」、「大船渡の文化」となっている。 

 

７ アンケートでの感想 

 (1）講師について 

  ・興味を持たせるような話し方でとても楽しく、分かりやすかった。 

  ・勢いのある説明で、頭に入ってきた。今まで聞いたような話でなく、信じられないような面白い話で

楽しかった。（同様の意見多数） 

 

 (2）講座内容について 

  ・普段の歴史の授業などでは聞くことのできない自分たちのふるさと、気仙の歴史を学ぶことができ、

新しく知ることばかりで、とても良い機会だった。気仙が誇れることに関して、まだまだ知らないこ

とも多いので、今後このような講座があれば意欲的に聞いていきたい。 

  ・３万年前の碁石で人がナイフ石、石台などを使って生活していたことを知り、とても驚いた。また、

東北で金が産出され、「戦争のない平和な社会を願った金色堂」が作られたこと、「コロンブスがア

メリカ大陸を発見するきっかけ」となったこと等、歴史と気仙地方との関わりを知ることができ、大

船渡を自慢できる。（同様の意見多数） 

 

 (3）次年度以降の希望テーマについて 

  ・大船渡市の地形、名産や建物のこと。 

  ・大船渡の文化か産業が良い。 

  ・もっと大船渡の歴史を知りたい。 

  ・今後、歴史ではなく、自然や産業のテーマを話してほしい。 

  ・自然や産業のテーマを話してほしい。 

  ・今の大船渡について知りたい。 

  ・次は、生物に関連した話を聞きたい 

  ・近・現代の産業や津波からの復興についても歴史的に知りたい。 

  ・気仙地区の伝統を知りたい。 

  ・過去に行われていた年中行事。 

  ・大船渡の地域一つ一つの文化などが知りたい。（甲子剣舞などの地域にあるもの） 

（同様の意見多数） 

  

1,057  

 

項　　目 大船渡の歴史 大船渡の文化 大船渡の自然 大船渡の産業 その他 計（人数）

第一中学校 212 121 127 77 11 548

大船渡中学校 79 58 60 40 1 238

東朋中学校 54 50 47 21 3 175

末崎中学校 42 20 23 10 1 96

計 387 249 257 148 16

全体の割合 61.7% 39.7% 41.0% 23.6% 2.6%
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８ 成 果 

  ・生徒が大船渡の歴史を理解できる良い機会となり、また、生徒に思いが伝わる内容だった。 

  ・講師からは、気仙の産金について、「他の地域には無い文化」があったこと、「日本の歴史に多大な影

響を与えた」ことについて、分かりやすく説明があり、生徒が地元への誇りや関心を持ち、郷土愛の

醸成につなげることができた。 

  ・受講者からは、地元のことをもっと知りたいとの要望があり、次年度以降も実施を希望する声が寄せら

れた。 

 

９ 次年度以降の取組について 

  当講座は令和５年度から７年度までの３か年で実施する予定としている。 

  今年度の内容については、講師の説明が分かりやすく、生徒の印象に残る内容であったことから、歴史

をテーマにする希望が多数を占めたが、令和６年度については、今回のアンケート結果をもとに、テーマ

や講話内容を検討する。 
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第 69回大船渡市民芸術祭実施結果について 

 

大船渡市民の文化芸術活動の成果を発表・展示する機会を提供し、広く市民に文化芸術へ

の関心を喚起し、自主的な創作活動や地域文化の向上を図るため、第 69 回大船渡市民芸術

祭を開催した。 

今年度は、新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行により、行動制限や外出自粛が緩

和され、コロナ禍以前と同規模で開催することができ、昨年度を上回る出演・出品者及び参

観者があった。 

 

１ 開催概要 

⑴ 開催期間  令和５年９月から令和５年 12月まで 

 ⑵ 会  場  大船渡市民文化会館・リアスホール、カメリアホール、三陸公民館、お

おふなぽーと 

 ⑶ 部門及び事業数 

17部門 20事業（第 68回：16部門 17事業） 

   ※総合美術展及び三陸地区文化祭は１部門１事業として数える。 

２ 実施状況 

部門 事業名 期日 場所 
出演･出品者数 作品・演目数 参観者数 

本年 前回比 本年 前回比 本年 前回比 

器楽 

音楽のつどい 11月 5日(日) 
カメリア 

ホール 
47 △14 8 1 120 14 

吹奏楽のひと

とき 
11月 19日(日) 

リアス 

ホール 
21 10 10 1 132 6 

ストリングス・

サウンドの調べ 
11月 4日(土) 

リアス 

ホール 
9 9 16 16 36 36 

洋舞 

フイイア  オ 

カフラ大船渡 
11月 18日(土) 

リアス 

ホール 
13 13 11 11 40 40 

大船渡バレエ教室

2023おさらい会 
11月 12日(日) 

リアス 

ホール 
22 △3 15 △1 120 20 

短歌 
歌に親しむ－

短歌共学 
10月 10日(火) 

カメリア 

ホール 
13 2 13 △9 1 △9 

俳句 俳句会 10月 5日(木) 
カメリア 

ホール 
12 △4 58 △22 7 △4 

民謡と

踊り 

民謡とおどりの

集い 
10月 22日(日) 

リアス 

ホール 
120 10 47 5 300 △110 

詩 詩祭 9月 18日(月) 
おおふな 

ぽーと 
10 2 10 △2 30 21 

吟道 吟詠詩舞道祭 10月 29日(日) 
カメリア 

ホール 
54 9 55 13 30 △20 

茶道 茶会 10月 15日(日) 
リアス 

ホール 
43 △3 2 0 200 9 

11 第 69回大船渡市民芸術祭実施結果 



22 

 

部門 事業名 期日 場所 
出演･出品者数 作品・演目数 参観者数 

本年 前回比 本年 前回比 本年 前回比 

日舞 
日本舞踊のつど

い 
11 月 5 日(日) 

リアス 

ホール 
15 △7 14 △1 283 △13 

大正琴 大正琴演奏会 11月 11日(土) 
リアス 

ホール 
30 △10 11 △2 60 10 

謡曲 
喜多流・観世流 

謡曲と仕舞の会 
11月 12日(日) 

カメリア 

ホール 
24 △3 13 △4 51 9 

端唄 
端唄のひとと

き 
10月 28日(土) 

カメリア 

ホール 
2 0 6 1 20 10 

コーラ

ス 
コーラスの夕べ 11月 3日(金) 

リアス 

ホール 
95 △4 19 4 200 0 

箏曲 箏曲発表会 12月 17日(日) 
リアス 

ホール 
51 51 12 12 160 160 

小中学

校音楽

発表会 

小・中学校音楽

発表会 
11月 9日(木) 

リアス 

ホール 
617 88 15 △1 1,100 497 

三陸地区文化祭 
11月 18日(土) 

  ～19日(日) 
三陸公民館 227 45 689 40 317 20 

総合美術展 

(詳細は別表のとおり) 

前期： 

10月 28日(土) 

 ～30日(月) 

後期： 

11月 3日(金)      

～ 5日(日) 

リアス 

ホール 
875 9 1,372 9 2,191 16 

合 計 2,300 200 2,396 71 5,398 712 

 

別表 総合美術展出品状況 

部門 
出品者数 作品数 参観者数 

本年 前回比 本年 前回比 本年 前回比 

児童・生徒作品 577 25 577 25   

絵画 13 △1 41 0 

文芸 50 12 120 13 

書道 50 △7 72 4 

写真 12 0 41 2 

彫刻・工芸 27 11 60 △8 

陶芸 22 1 173 △44 

華道 48 △4 47 1 

水彩画 14 0 30 0 

水墨画 15 8 23 5 

ハンギングバスケット 19 △17 29 △39 

デジタルアート 28 △19 159 50 

合計 875 9 1,372 9 2,191 16 
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１ 令和５年９月９日(土)～10日(日)開催 

栗生澤淳一氏顕彰令和５年度大船渡ポートサイドバレーボール大会 

 

 

 

  

R5.9.10 東海新報６面 

R5.9.12 東海新報６面 

12 スポーツイベント開催新聞記事 
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R5.9.16 東海新報３面 
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２ 令和５年10月８日(日)開催 

３x３ OFUNATO CUP 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

R5.10.9 東海新報７面 

R5.10.12 東海新報６面 
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３ 令和６年１月７日(日)開催 

大船渡新春ロードレース大会 2024 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R6.1.9 東海新報６面 

R6.1.11 東海新報６面 
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R6.1.13 東海新報６面 

R6.1.13 東海新報６面 
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令和５年度埋蔵文化財活用事業の実施について 

１ 趣旨 

蛸ノ浦貝塚及び下船渡貝塚が、国の史跡に指定されて 90年の節目となることを記念し、縄文貝塚

の意義について広く周知することにより、当市の歴史風土に対する理解と関心を深める。 

２ 実施状況 

(1) 国指定三史跡パンフレットの作成及び配布 

発行：令和５年 10月 

作成部数：2,000部 

配布先：市内小中学校、市立博物館ほか公共施設、観光施設等 

内容：国指定三史跡(蛸ノ浦貝塚、下船渡貝塚、大洞貝塚)の概要を紹介するパンフレットを作  

製した。 

 

(2) 出張展示「縄文の顔～ちょっとのぞいてみませんか～」の開催 

日時：令和５年 10月 21日（土） 午前９時～午後６時 

     〃  10月 22日（日） 午前９時～午後４時 

場所：大船渡市防災観光交流センターおおふなぽーと 多目的室２ 

実施結果：２日間で 123人が来場。来場者の反応は良好であり、市内に多数の縄文遺跡が所在 

することや、土偶等の造形の魅力について発信することができた。  

 

(3) 蛸ノ浦貝塚・下船渡貝塚国史跡指定 90周年記念講演会及びパネル展示の実施 

日時：令和５年 11月 12日（日） 午後１時～午後３時 

会場：大船渡市民文化会館リアスホール マルチスペース及び会議室 

演題：「東北地方の縄文中期・後期の文化と社会～岩手県遺跡の事例から考える～」 

   講師：高橋 龍三郎氏（早稲田大学文学学術院教授） 

実施結果：マルチスペースで開催した講演会には 50人が参加し、そのうち 38人がアンケート

調査に協力した。回答者のうち 78.9％が「大変よかった」「よかった」と回答し、満

足度が高い講演会となった。また、会議室では、講演会に併せて、昭和 30年代に早

稲田大学が市内で発掘調査を実施した際の写真パネルの展示を行った。 

 

(4) 文化財めぐり 

日時：令和５年 11月 26日（日） 午前 10時～正午 

場所・内容：国指定史跡蛸ノ浦貝塚の現地見学及び解説 

参加人数：18人 

実施結果：15人がアンケート調査に協力した。回答者全員が「とてもよかった」「よかった」と 

回答し、満足度が高い催事となった。 

 

(5) 企画展「蛸ノ浦貝塚・下船渡貝塚 発掘物語」の開催 

会期：令和５年 10月 28日（土）～令和６年１月 21日（日） 

会場：大船渡市立博物館（特別展示室） 

実施結果：757人が来場。遺跡の概要やこれまで行われてきた発掘調査について広く普及する機 

会となった。 

 

(6) 令和５年度埋蔵文化財普及パネル展示「おらほの宝～大船渡の貝塚はすごいんです～」の開催 

会期：令和６年３月２日（土）～３月 17日（日） 

会場：カメリアホール展示ホール 

内容：蛸ノ浦貝塚、下船渡貝塚、長谷堂貝塚群について、貝塚遺跡の価値や特色を親しみやす

く解説するパネルを展示する。 

13 令和５年度埋蔵文化財活用事業実施結果 
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文化財めぐり 

蛸ノ浦貝塚・下船渡貝塚 

国史跡指定 90周年記念講演会 

出張展示「縄文の顔～ちょっ

とのぞいてみませんか～」 
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令和５年度大船渡市立博物館教育普及事業 

「地質観察会・初級編～はじめての化石採集～」 実施報告書 

 

１ 趣  旨  気仙地域は日本列島の形成を知る上で重要な地域である。古生代カンブ

リア紀から中生代・新生代の地層がそろい、化石を多産するため、当時の

環境等を推定することができる。 

観察会では、基礎的な地質観察方法の習得のほか、生物の進化や地層・岩

石の成因を探り、郷土の生い立ちに関する理解を深め、併せて自然保護を啓

発する。 

２ 主  催  大船渡市立博物館 

３ 協  力  株式会社川並、三陸ジオパーク推進協議会 

４ 日  時  令和５年５月 28 日（日） 

午前の部：９時～11 時 30 分、午後の部：１時～３時 30 分 

５ 場  所  大船渡市日頃市町字鬼丸 鬼丸採石所 

６ 講  師  古澤主任学芸員 

７ 内  容  (1) 基本的な地質観察方法の講習 

(2) 古生代前期石炭紀の露頭観察 

(3) 採石所内でみつかる化石等の採集及び観察 

８ 参加者数  52 名（大人 36 名、高校生１名、中学生２名、小学生 13 名：全 21 組） 

９ 成 果 等  (1) 観察会内容について 

・今回は、地質観察を行ったことがない参加者に観察方法の基礎項

目を伝える事を大きな目的としていた。参加者にはハンマーで石を

叩く経験がない方もいたため、従来の観察会では説明を省く項目で

ある石の割り方の練習などから始め、参加者自身で石を割り、化石

をみつける事ができるようになるなど設定した目標を達成するこ

とができた。 

・質疑応答だけの時間をあらかじめ設定したことで、都度の質問に

より進行が妨げられることなく円滑に行うことができた。 

・観察会内容を少し変更し、手を止めて聞いてもらうトピックスの

様な解説を挟むことで、集中力を途切れさせずに進行ができた。 

(2) 今後の反省点等について 

・申込時点で 100 名を超える人数から応募があり、抽選し半数の参

加者とした。今後は土日連日開催や複数日に分けるなど、できる

限り参加者を減らさずに済む方法を検討する。 

・発掘できる化石の中に参加者が普段聞きなれない種類が含まれ、

解説がうまく伝わりにくい問題があった。配布資料のページ数を

増やすなど、参加者がわからないまま終わることが少ないよう工

夫する。 

・参加者アンケートでは、好意的な意見が多く見られた。 

・自由記載において、同様の観察会開催の要望などの意見が多く見

られ、改めて化石採集へのニーズの高さなどを認識できた。 

14 令和５年度地質観察会・初級編～はじめての化石採集～実施報告書 
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▶石を割る練習の状況           ▶練習後の化石を探す状況          

▶質疑応答の状況         ▶始動時の状況         
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令和５年度大船渡市立博物館教育普及事業 

体験学習「縄文土器をつくろう！」実施報告書 

１ 趣旨 

気仙地方には、縄文時代の遺跡が数多く所在する。縄文時代の暮らしを支えた道具のひとつに

「縄文土器」があり、市内の遺跡からもたくさんみつかっている。形づくりから焼成まで、縄文

土器の製作過程を体験することを通して、縄文人の技術と知恵を探り、郷土の歴史の理解と普及

を図る。 

２ 主催  

大船渡市立博物館 

３ 協力  

三陸ジオパーク推進協議会 

４ 日時 

(1) 形づくり  令和５年７月 30日（日） 

・初級者向け：午前９時から正午 

・中級者向け：午後１時 30分から４時 30分 

(2) 野 焼 き  令和５年８月６日（日） 

午前９時～午後３時 30分 

５ 会場 

(1) 形づくり  大船渡市立博物館 多目的ホール 

(2) 野 焼 き  大船渡市立博物館 駐車場 

６ 内容 

(1) 形づくり 

・初級者向け：土器のつくり方を学び、形づくり、文様つけを行う。 

・中級者向け：実物の縄文土器（深鉢）をモデルとし、土器づくりを行う。 

(2) 野 焼 き  

・まいぎりで火をおこし、空焚きをして火床をつくり、土器を焼く。 

・土器を焼く間、火おこしや石器でのクルミ割りなどの縄文体験を行う。 

７ 講師    

工藤やよい 主任学芸員、村田匠 教育総務課係長、鈴木めぐみ 教育総務課主任学芸員 

８ 参加人数（付添込） 

形づくり  初級者向け：体験 10名（子ども７名、一般３名） 

付添６名（子ども１名、一般５名） 合計 16名 

中級者向け：体験３名（一般３名） 合計３名 

野 焼 き  子ども５名、一般６名  合計 11名 

15 令和５年度体験学習「縄文土器をつくろう！」実施報告書 



33 

 

９ 実施状況 

(1) 形づくり 7月 30日（日） 

(2) 野焼き８月６日（日） 

10 成果 

・形づくりから焼成までの製作過程の体験を通じて、縄文人の技術と知恵を探り、楽しみ

ながら郷土の歴史への理解を深め、興味関心を高めることができた。 

・今回、外部講師ではなく職員が講師を務める形で開催したが、これまでの経験が活かさ

れ、問題なく進めることができた。今後は、職員が講師となる形での開催が可能である

ことが明らかとなった。 

【初級者向け】 【中級者向け】 
時間 内容 時間 内容 
9：00 開会行事 13：30 開会行事 
9：05 形づくり説明 13：35 形づくり説明・モデル土器選定 
9：25 形づくり 14：00 形づくり 
9：45 文様づけの説明 15：00 文様づけの説明 
9：55 文様づけ 15：05 文様づけ 
11：00 作り終わった参加者から、 

完成品の乾燥場所への移動 
15：30 作り終わった参加者から、 

完成品の乾燥場所への移動 
11：30 閉会式 

※作業終了者が出たため、早め
に閉会式を実施。途中の参加者
は 12時まで作業を実施。 

16：00 閉会 
※作業終了者が出たため、早め
に閉会式を実施。途中の参加者
は 16：20時まで作業を実施。 

時 間 内 容 
9：00 開会行事 

9：05 野焼き説明 

9：10 火床づくり（空焚き） 
火起こし、着火、灰づくり、地面乾燥、草の上にセッカを井桁で組み火力を
安定。土器運搬、火床周りに並べ、少しずつ近づける。 

10：00 休憩（アイス配布） 

10：15 火床づくりの周囲で土器の最終乾燥を行っていたところ、小雨が降ってきた
ため、休憩用タープの中に土器を移動し、雨を避ける 

10：30 本焼き セッカが炭になり炎が立たなくなった所で火床の中心をあけ、ドー
ナツ状にする。土器の底を中心に向け同心円状に並べる、随時、セッカを足
す。 

11：00 火おこし体験、クルミ割り体験 
まいぎりを使った火おこし体験、石を使ったクルミ割り体験を実施 

11：30 火に近い土器から、色が黒く変化 

  

12：00 昼休憩 

12：30 火に近い土器から、色が赤く変化 

13：00 本焼き 

13：30 煮炊き体験 
土器に水をため、お湯をわかし、じゃがいも・卵をゆでる体験を実施。 
14：00頃にゆであがる。 

14：30 セッカが全て炭になり、熾火の中で黒斑を消すため土器を転がす。 

15：00 土器を取り出し、冷却開始 

15：15 閉会行事 

15：30 自身の作品を探し、持ち帰る 
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・形づくりは、参加者の習熟度に合わせて初級者と中級者に分けたことにより、それぞれ

に合わせた解説が可能となり、わかりやすさにつながった。教える側としても、教えや

すいことがわかり、今後の体験学習会等でも検討したい。 

・野焼きでは、土器の焼成の状態について解説を行ない、合間の時間で火おこし、クルミ

割り、土器洗い、煮炊き体験を実施した。長時間でも飽きずに最後まで興味を持って参

加していた。 

また、主に職員が担当する作業を参加者に手伝ってもらう形で進行したところ、特に問

題はなく、職員負担の軽減につながった。今後の開催においても同様の形での実施が可

能ではあるが、使用する道具の重量が重いため、道具を取り扱えるか事前に確認をする

必要がある。 

11 課題 

・異常気象により、当市においても夏季の気温が高くなることから、屋外で火を使うイベ

ントは、熱中症のリスクが高く、開催時期を検討する必要がある。 

ただし、火災予防の観点から当該時期に実施してきた経緯もあり、野焼きの方法自体を

見直し、火災のおそれが少ない小規模な野焼きでの焼成方法を検討した上で、時期を見

直す必要がある。 

・開催日が他のイベントと重複したことから、興味のある方が参加しやすい日程設定に努

める必要がある。 
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実施状況写真 

 

  

形づくり  

  

野焼き  

  

火おこし体験 クルミ割り体験 

  

土器洗い体験 煮炊き体験 


